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Exchange Server 2003 自習書シリーズ
バックアップ・リストア編
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はじめに
本自習書は、Exchange Server 2003のバックアップ・リストアについて概要を説明し、システムとメールデータのバックアップの方法や、様々な障害を想定したリストア方法を自習します。
· 第1部　バックアップとリストアの概要
この章では、Exchange Server 2003環境でのバックアップとリストアの概要について、以下の項目ごとに説明しています。

Exchange Server 2003運用上のリスクと対策
Exchangeデータのバックアップの種類と特徴

オンラインバックアップとオフラインバックアップ

一般的なリストアとディザスタリカバリの違い

Exchangeデータのリストアの種類と特徴
· 第2部　自習書環境について
この章では、この自習書で使用するマシン環境とマシンの設定項目に関して説明します。第3部以降の自習を行うために、この章で説明している環境を構築してください。
· 第3部　Exchange Server 2003のバックアップ
この章では、Windowsの標準バックアップ ユーティリティ(NTBackup.exe)を使用して以下の手順を説明しています。

ASRバックアップの手順

Exchangeデータストアのバックアップ手順
第3部で作成したバックアップセットは第4部で使用します。
· 第4部　Exchange Server 2003のリストア
この章では、Exchange Server 2003をリストアする方法について、以下の手順で説明しています。
削除してしまったアカウントメールボックスの復元
メールアイテムの復元
メールボックスストアとパブリックフォルダストアの復元
Windowsシステムとメールボックスストアの復元
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第 AUTONUM  部
バックアップとリストアの概要
◆第1部で理解できること

ここでは、バックアップとリストアの基本的な情報について理解することができます。システムを運用する上でなぜバックアップが必要なのか、バックアップの種類には何があるのか、オンラインバックアップとオフラインバックアップとは何か、などの情報を得ることができます。
既にこれらの情報を習得している場合は第２部へ進んでください。
 AUTONUMLGL  
Exchange Server 2003運用上のリスクと対策
インターネット環境の高速化により、メールでやりとりされる情報量も膨大になり、その内容も重要度が増してきています。私たちは、日頃当たり前のようにメールを使用していますが、もしメールサーバーに障害が発生し、メールシステムが機能しなくなったら日常行っている業務が停止してしまうといっても過言ではないと思います。また、メールデータやパブリックフォルダなどに今まで蓄積してきた文書データが喪失してしまったら、企業に与える損害は甚大です。

障害の種類は、HDDの故障などのハードウェアに起因するものや、管理者による人為的な操作ミスに起因する場合もあります。また、地震などの災害に見舞われることも考えられます。どのような原因にしろ、障害は突然発生するものであり、予測できるものではありません。

システムを運用・管理するにあたって、これらの障害に対して対策を施すことは必要不可欠です。一番の対策は大切なデータを定期的にバックアップすることです。システムが長時間順調に稼動し続けている場合は、ついつい障害発生におけるリスクの認識が低くなり対策が甘くなりがちですが、障害が発生してからでは大切なデータを復旧することはできません。

また、近年のRAID技術の高度化によりHDDの耐障害性は飛躍的に向上しました。１つのHDDが故障して停止しても、RAIDさえ構成しておけば、その他のHDDでシステムは稼動し続けます。しかし、これだけでは十分な対策とはいえません。もし、複数のHDDが同時に故障してしまったらシステムは停止してしまいます。さらに、RAID技術のみでは、人為的な操作ミスから発生する障害や地震などの災害には対応できません。
障害から大切なデータを守り、システムの早期回復を行うためにも、定期的なバックアップを計画し、さらにそれらの計画を確実に実施することが求められます。
Exchange Server 2003を運用する場合も例外ではありません。Exchange Server 2003でやりとりされるメールデータ、企業内の情報共有に使用するパブリックフォルダデータなどは定期的にバックアップを実施し、障害が発生しても迅速にシステムを復旧させる必要があります。また、Exchange Server 2003をインストールしているサーバーのWindowsシステム情報や、Exchange Server 2003の設定情報を格納しているActive Directoryのデータベースも必ずバックアップを実施する必要があります。

· Exchange Server データベースのバックアップ
メールボックス、パブリックフォルダ内に含まれるデータがこれに含まれます。Exchange Server 2003データベースに障害が発生すると、重要な顧客とのメール内容や共有しているビジネス文書のデータを失ってしまうことになります。Exchange Serverデータベースのバックアップ対象は以下のとおりです。
メールボックスストア

メールボックスストア内には、ExchangeデータベースとExchangeストリーミングデータベースの２つのデータベースが存在します。この２つのファイルともバックアップ対象となります。


[image: image5]
パブリックフォルダストア

パブリックフォルダスストア内には、ExchangeデータベースとExchangeストリーミングデータベースの２つのデータベースが存在します。この２つのファイルともバックアップ対象となります。
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トランザクションログ

Exchange Server 2003のトランザクション ログとは、データベースに対する変更点を記録したファイルです。データベースに対して行われるすべての変更は、データベースファイルに書き込まれる前に、トランザクション ログ ファイルに記録されます。データベースで予期しないシャットダウンが発生しメモリ内の情報がデータベースに書き込まれなかった場合でも、トランザクションログ ファイルには情報が残っているため、そのデータを基に未完了のトランザクションを復元できます。
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循環ログについて

トランザクション ログには［循環ログを有効にする］という設定があります。循環ログが有効な場合は、トランザクションログ中に含まれる変更内容がデータベースに書き込まれた後で、そのログ ファイルを上書きして再利用します。Exchange Server 2003では、循環ログはデフォルトで無効になっています。これを有効にすると、ストレージ容量を削減することはできますが、データベースを完全に復元することができなくなる可能性があります。

· Windowsシステムデータのバックアップ
Exchange Server 2003を運用しているWindows Serverシステムがこれに含まれます。Windows Serverシステムに障害が起こり、Windows Serverが起動できなくなると、Exchange Server 2003データベースに障害が無くてもExchange Server 2003のサービスが中断されてしまいます。サービスが中断した場合、業務に支障が出る可能性があります。
· Active Directory データベースのバックアップ
Exchange Server 2003はユーザーアカウントや配布グループなどの必要な情報をActive Directoryデータベースに格納しています。このため、Active Directoryデータベースに障害が発生した場合、Exchange Server 2003が正常に機能しなくなってしまう可能性があります。
本自習書では、Active Directoryデータベースのバックアップ・リストアなどは説明しません。Active Directoryデータベースの障害回復や、Exchange Serverクラスタ構成などの本書で取り扱っていない機能に関する障害回復については以下の技術情報を参照してください。

Exchange Server 2003の障害回復
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=a58f49c5-1190-4fbf-aede-007a8f366b0e
 AUTONUMLGL  
Exchangeデータのバックアップの種類と特徴
一般的にバックアップには４つの種類（完全、差分、増分、コピー）があり、これらの種類を組み合わせてバックアップを行います。

· 完全バックアップ

完全バックアップとは、バックアップ対象のExchangeデータベースとトランザクションログをすべてバックアップします。完全バックアップでは、最初にデータベースファイルのコピーが行われ、コピー完了後にトランザクションログがコピーされます。完全バックアップが完了するとExchange Server 2003データベースにコミットされたトランザクションログファイルはすべてサーバー上から破棄されます。完全バックアップは、通常バックアップまたはフルバックアップと呼ばれることがあります。
完全バックアップを使用したバックアップ計画の例は以下のようになり、毎日完全バックアップのみを取得していきます。
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毎日完全バックアップを取得している場合で障害が発生したとします。この場合に必要となるバックアップファイルは、障害が発生した時点で存在する最新の完全バックアップファイルのみとなります。

例えば、金曜日に障害が発生した場合は、木曜日に取得した完全バックアップファイルのみを使用します。また、木曜日の完全バックアップ後のトランザクションログに破損がなければ、ログを使用して障害発生直前まで復旧することができますが、トランザクションログが破損している場合は、木曜日の完全バックアップ時点までしか復旧はできません。
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完全バックアップのメリットとしては、バックアップの管理が容易なことと、リストア手順が簡単であることです。逆にデメリットとしては、バックアップの容量が多くなることと、毎日のバックアップ時間が長くなることがあります。

· 差分バックアップ
差分バックアップでは、前回の完全バックアップ以降に変更されたトランザクションログファイルのみがバックアップされます。定期的な完全バックアップと毎日の差分バックアップを組み合わせて実行します。差分バックアップは、バックアップが完了してもトランザクションログをサーバー上から削除しません。また、差分バックアップを実行するためにはExchangeの循環ログを無効にする必要があります。
差分バックアップを使用したバックアップ計画の例は以下のようになります。日曜日に完全バックアップを実行し、月曜日～土曜日までは差分バックアップでトランザクションログのみをバックアップします。よって、土曜日のトランザクションログには月曜日～土曜日までのすべてトランザクションログが記録されています。
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このようなバックアップを取得している場合で障害が発生したとします。この場合に必要となるバックアップファイルは、障害が発生した時点で存在する最新の完全バックアップファイルと最新の差分バックアップファイルとなります。
例えば、金曜日に障害が発生した場合は、日曜日に取得した最新の完全バックアップファイルと木曜日に取得した最新の差分バックアップファイルが必要となります。
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差分バックアップのメリットとしては、完全バックアップに比べると、バックアップする容量が少なくなることと、バックアップ時間が短いことです。逆にデメリットとしては、完全バックアップに比べるとリストアの手順が少し複雑になります。
· 増分バックアップ
増分バックアップでは、その日に作成されたトランザクションログのみがバックアップされます。増分バックアップが完了するとExchange Server 2003データベースにコミットされたトランザクションログファイルはサーバー上から破棄されます。増分バックアップを有効にするためにはExchangeの循環ログを無効にする必要があります。
増分バックアップを使用したバックアップ計画の例は以下のようになります。日曜日に完全バックアップを実行し、月曜日～土曜日までは増分バックアップでトランザクションログのみをバックアップします。こうすることで、トランザクションログは一定の容量を保ち、空きディスク容量を増やすことができます。
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このようなバックアップを取得している場合で障害が発生したとします。この場合に必要となるバックアップファイルは、障害が発生した時点で存在する最新の完全バックアップファイルと、完全バックアップを実行した日から取得している増分バックアップファイルのすべてが必要となります。
例えば、金曜日に障害が発生した場合は、日曜日に取得した最新の完全バックアップファイルと月曜日～木曜日までに取得した増分バックアップファイルが必要となります。
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増分バックアップのメリットとしては、その他のバックアップ方法に比べると、バックアップ容量が少なくなることと、バックアップ時間が短いことです。逆にデメリットとしては、完全バックアップに比べるとリストアの手順が複雑になります。
· コピーバックアップ
コピーバックアップは、完全バックアップとほとんど同じ動作をします。異なる点はファイルがバックアップされてもアーカイブ属性がクリアされないことです。通常、ファイルをバックアップする際はバックアップ完了後にファイルのアーカイブ属性をクリアします。
コピーバックアップを通常のバックアップサイクルには含めることは少なく、予備のバックアップデータを作成する際などに使用することがあります。
このように、バックアップにはいろいろな種類があります。それぞれの特徴を理解し、企業の要件にあった方法を選択する必要があります。また、バックアップ運用で考慮することはバックアップ方法の他にも以下のような考慮点があります。

· バックアップ中にバックアップメディアの交換が必要かどうか

バックアップ対象ファイルの容量とバックアップメディアの容量を比較し、バックアップメディアの容量が少ない場合は、バックアップ中に交換しなければなりません。その際、バックアップ装置によっては交換するために人手が必要な場合もあります。

· バックアップにかかる時間はどのくらいか

バックアップ実行時は、サーバーに負荷がかかり、またファイルの種類によっては、サービスを停止してからバックアップを取得しなければならない場合があるため、バックアップを行う時間帯は必ず業務が終了している深夜に実行されます。しかし、バックアップデータの容量が非常に大きい場合は、バックアップが業務開始時間までに終了しないことがあります。バックアップ対象ファイルのデータ容量や、バックアップ装置の転送速度などを考慮し、決められた時間内にバックアップが終了するよう、適切な計画を立てる必要があります。

 AUTONUMLGL  
オンラインバックアップとオフラインバックアップ
Exchange Server 2003データベースのバックアップ方法には、オンラインバックアップとオフラインバックアップの2種類があります。
オンラインバックアップの特徴
オンライン バックアップとは、Exchangeサービスを停止せずに、インフォメーション ストア内のデータベースのバックアップを取得する方法です。オンライン バックアップの利点は、インフォメーション ストア内のデータベースがマウントされた状態のままバックアップを実行することができるため、バックアップを取得している間でも、ユーザーはメールの送受信やパブリック フォルダへのアクセスが可能であることです。

オンライン バックアップでは、実行時に以下の作業も行います。

· データベースのチェックサムの検査をして、データベース ファイルの破損の検出や整合を確認します。
· コミットされたトランザクション ログ ファイルを削除します(完全、および増分バックアップのとき)。
したがって、オンライン バックアップを定期的に実行し、その結果(イベント ログなど)を確認することは、バックアップ データの取得だけでなく、インフォメーション ストア データベースの破損などを検知するという重要な意味もあります。

オンラインバックアップの欠点は、バックアップ実行中にExchange Serverがデータを読み出し・書き込みを行うためパフォーマンスに影響がでます。しかし、この欠点はバックアップ取得時間を深夜にするなどの運用で十分対応することが可能です。

オフラインバックアップの特徴
オフライン バックアップとは、Exchangeのサービスを停止して、インフォメーション ストアのバックアップを取得する方法です。
オフライン バックアップではバックアップを実行する前に対象となるストアをディスマウントする必要があります。ストアがディスマウントされている間、そのストア上のユーザーはメールの送受信やパブリック フォルダへのアクセスができなくなります。また、オフライン バックアップでは、バックアップ実行中にデータベースのチェックサムの検査を行いません。

Exchange Serverのオフラインバックアップの取得方法は以下の方法があります。オフラインバックアップを実行する場合は、Exchangeサービスを停止し、ストアをディスマウントしてから実行してください。

· NTBackupでバックアップを実行します。
· Windowsのコピー コマンドを使用してバックアップを実行します。
· Exchangeのツールを使用してバックアップを実行します。

Exchangeのオフラインバックアップと復元処理
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;296788
以上のことから、オフライン バックアップを通常運用やメンテナンスのための定期的なバックアップの方法とすることはお勧めしません。オフライン バックアップは、何らかの理由によりオンライン バックアップができない場合などの補助的なバックアップ方法として使用してください。

 AUTONUMLGL  
一般的なリストアとディザスタリカバリの違い
さまざまな要因で障害が発生した場合、障害のレベルによっては、アプリケーションのデータのみを復旧するのか、それともWindows自体から復旧するのか対応が違ってきます。一般的に、アプリケーションのデータのみの破損でバックアップから復旧することを単純にリストアといい、Windows自体が破損し再セットアップをせざるおえない状態からの復旧をディザスタリカバリといいます。
Windows自体が破損し再セットアップをせざるおえないディザスタリカバリの手順は、アプリケーションのデータのみを復旧するリストアの手順と比べると、複雑で人為的なミスが発生しやすくなります。もちろんWindowsの復旧でミスを犯してしまうと、その後に復旧する予定のアプリケーションが正常に動作しない可能性があり、ディザスタリカバリは慎重に行わなければなりません。
	一般的なリストア手順
	一般的なディザスタリカバリ手順

	・障害の原因対応（HDD交換など）

・リストア対象のアプリケーションサービスを停止（または再インストール）

・バックアップファイルからデータをリストア

・アプリケーションサービスを開始
	・障害の原因対応（HDD交換など）
・Windowsシステム設定情報の収集

・ハードウェアの設定

・HDDのパーティションおよびフォーマット

・Widowsの再インストール

・必要なドライバインストール

・最新のセキュリティパッチインストール

・必要なアプリケーションの再インストール

・バックアップ装置の検出および設定

・バックアップファイルのカタログ化

・バックアップデータからリストア

・必要なアプリケーションサービスを開始


上記の手順のとおり、ディザスタリカバリには多くの手順が必要となり各手順で人為的なミスをしないよう完璧な操作手順書をもとに練習を行う必要があります。しかし、管理者の経験不足や知識不足、手順の複雑さからどうしてもミスは発生してしまいます。
そこで、このような複雑なディザスタリカバリの手順を自動化し、より簡単に復旧できるように実装されたのが、Windows Serer 2003の自動システム回復（Automated System Recovery：ASR）機能です。
このASRを使用すると、以下の手順を自動化します。

· パーティション、ボリュームの作成

· HDDのフォーマット

· オペレーティングシステムのインストール

· システムに必要なデータファイルの格納

ASRは、２つの部分から構成される回復オプションです。ASRのバックアップとASRの復元です。NTBackupにある『自動システム回復の準備ウィザード』からバックアップを実行できます。『自動システム回復の準備ウィザード』では、システムの状態、システムのサービス、およびオペレーティングシステムのコンポーネントと関連するすべてのディスクをバックアップします。また、バックアップ、ディスク構成（ベーシックボリュームとダイナミックボリュームを含む）、および復元をどのように実行するかに関する情報を含んだフロッピーディスクも作成します。
ASRを使用したバックアップ手順および復旧手順を後述の「Exchange Server 2003バックアップ」と「Exchange Server 2003リストア」の部分で詳細に説明しています。
 AUTONUMLGL  
Exchange データのリストアの種類と特徴
Exchange Server 2003に障害が発生した場合、障害のパターンによって様々なリストア方法があります。
· 削除したユーザーアカウントとメールボックスを復元したい場合

· メールアイテムの復元のみ行いたい場合
· 個々のメールボックスの復元のみ行いたい場合
· メールボックスストア・パブリックフォルダストアの全体を復元したい場合
· Windowsシステムを含めてExchangeデータを復元したい場合
また、各企業におけるシステムポリシーにより許されるシステム停止時間が異なると思います。さらに、システムのサービス開始が優先されるのか、それともデータの復元が優先されるのかで、復元手順も異なってきます。
削除したユーザーアカウントとメールボックスを復元したい場合
このパターンは管理者がActive Directoryユーザーとコンピュータ管理コンソールから、誤ってユーザーアカウントやメールボックスを削除してしまったときが想定できます。この場合の復元方法はExchange Server 2003のメールボックス回復センターを使用します。メールボックス回復センターを使用することで、削除したユーザーアカウントとメールボックスの再接続を行うことができます。
メールボックス回復センターを使用した復元方法の詳細手順は、後述の「第４部 Exchange Server 2003リストア」を参照してください。

メールアイテムの復元のみ行いたい場合
このパターンはユーザーが誤ってメールアイテムを削除してしまい、さらに削除済みアイテムからも完全にメールアイテムを削除してしまったときが想定できます。この場合の復元方法は２つ考えられます。ポイントは誤って削除してしまった日から何日が経過しているかです。
Exchange Server 2003では、ユーザーがアイテムを削除してもデータベースから完全削除しません。既定の設定では、ユーザーがアイテムを削除してから７日間はサーバー上に保存しています。


[image: image15]
よって、削除してしまった日から７日以内であれば、ユーザーが使用しているOutlookやOWAからアイテムを復元することができます。
もし、７日以上経っており、Exchange サーバー上から完全にメールアイテムが削除されてしまった場合は、OutlookやOWAからは復元することができません。このような場合、定期的に取得しているバックアップから、回復用ストレージグループを使用してメールボックスを復元し、該当するメールアイテムを復元します。
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ここで説明した２つの復元方法（Outlookからのアイテムの復元と回復用ストレージグループからのアイテムの復元）については、後述の「第４部 Exchange Server 2003リストア」に詳しい手順を説明しています。
個々のメールボックスの復元のみ行いたい場合
このパターンでは、なんらかの状況で特定のメールボックスを完全に復元したいときが想定できます。この場合の復元方法にも回復用ストレージを使用します。定期的に取得しているバックアップから、回復用ストレージグループを使用してメールボックスを復元します。この復元方法の詳細手順は、前項の「メールアイテムの復元のみ行いたい場合」の７日以上経過した場合の復元方法と同様ですので、そちらを参照してください。
メールボックス・パブリックフォルダストア全体を復元したい場合
このパターンでは、Windowsシステムは正常に稼動しているが、Exchange Server 2003のデータベースが破損し、サービスが停止しているときが想定できます。例えば、なんらかの原因でデータベースに不整合が発生し完全に破損してしまったときや、Windowsシステム領域とExchangeデータベース領域が物理的に別々のHDDに保存されておりExchangeデータベースのHDDにのみ障害が発生したときなどです。この場合の復元方法は、２つ考えられます。ポイントは各企業のシステムポリシーがメールシステム停止を何時間許容できるかという点です。

ある企業では、許容できるメールシステム停止時間を３時間と定義しているとします。バックアップからデータを復元するのにかかる時間が２時間の場合の復元方法としては、定期的に取得しているバックアップデータをそのままリストアし復元を行います。

しかし、ここでバックアップからデータを復元するのにかかる時間が４時間の場合は、「許容できるメールシステム停止時間が３時間」という企業ポリシーに違反します。そこで、Exchange Server 2003に新しくデータベースを作成し、Exchangeサービスを先に開始します。その後、ユーザーの利用率が少なくなる夜間などに、回復用ストレージグループに定期的なバックアップからデータをリストアし、新しいデータベースへデータをマージすることで復元を行います。
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ここで取り上げた２つの方法は後述の「第４部 Exchange Server 2003リストア」で詳しい手順を説明しています。ただし、『夜間などに回復用ストレージグループを使用してデータ復元』する方法は、Windowsシステムを含めて復元する項目で説明しています。
Windowsシステムを含めてExchangeデータを復元したい場合
このパターンでは、Windowsシステムに障害が発生し、正常にWindowsが起動できなかったときが想定できます。この場合の復元方法は、定期的に取得しているWindowsシステムのバックアップを使用してWindowsを復元し、その後にExchangeデータを復元します。Exchangeデータの復元時にExchangeの再インストールが必要かどうかは、Windowsシステムバックアップの取得方法やExchangeプログラムをどのパーティションにインストールしたかにより異なります。
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Windowsシステムのバックアップについては、Exchange Server 2003障害回復ガイドを参照してください。
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=a58f49c5-1190-4fbf-aede-007a8f366b0e
この自習書では、ディザスタリカバリ対応のバックアップセットを使用したWindowsシステムの復元とExchangeデータの復元方法を詳細な手順で説明しています。詳しくは後述の「第４部 Exchange Server 2003 リストア」を参照してください。
第 AUTONUM  部
自習書環境について

◆第2部で理解できること

本自習書の自習環境を理解することができます。

自習を行うためには、この章に記述されている環境を構築してください。後述の「第３部 Exchange Server 2003バックアップ」と「第４部 Exchange Server 2003リストア」では、ここで構築する環境（サーバーおよびユーザーアカウント）を使用して進めていきます。

 AUTONUMLGL  
本自習書で使用するマシン環境
１フォレスト／１ドメイン構成でExchange Server 2003を設定する手順を実習します。Active DirectoryとExchange Server 2003は同一マシンで構築することも可能ですが、この自習ではActive Directoryのバックアップ・リストアは行わないため別々に構築します。
[image: image19.emf] 

contoso.local

内部 ネットワーク

クライアント Active Directory

内部 DNSサーバー

10.3.57.57

Server名 ： C-AD01

Exchangeサーバー

10.3.57.58

Server名 ： C-EXCH01

10.3.57.x  /16


また、以下の作業が終了していることを前提としています。

	対象サーバー名
	作業内容

	C-AD01
	Windows Server 2003のインストール

	
	IPアドレス
	10.3.57.57

	
	Active Directoryによるcontoso.localドメイン構築

	
	Windows Server 2003のセキュリティパッチ適用

	
	ユーザーアカウント（ExchAdmin）の作成

	
	ExchAdminにSchema Admin、Enterprise Admin、Domain Adminの権限を追加

	C-EXCH01
	パーティションの分割 （ここではCドライブとDドライブ作成）※

	
	CドライブへWindows Server 2003のインストール

	
	IPアドレス
	10.3.57.58

	
	Windows Server 2003のセキュリティパッチ適用

	
	ドメイン名のDNS名前解決

	
	contoso.localドメインへの参加

	
	ExchAdminを使用してExchange Server 2003のインストール

	
	組織名
	contoso

	
	簡易管理グループ名
	contoso

	
	Exchange Server 2003 Service Pack 1のインストール

	
	以下の情報で使用するユーザーの作成（磯崎康弘、松浦直美）

　・磯崎康弘

ログオン名：y-isozaki

パスワード：P@ssw0rd （0は数字の0）

メールボックス：作成する

　・松浦直美

ログオン名：n-matsuura

パスワード：P@ssw0rd （0は数字の0）

メールボックス：作成する


· 本自習書では、バックアップ媒体としてローカル ハードディスクを使用します。このためC-EXCH01には、システムデータのバックアップ・リストア時に、システムパーティション以外に十分な空き容量がある別パーティションが必要です。
· 本自習書の内容は、必ずExchange Server 2003 Service Pack 1を適用した環境で行って下さい。Service Pack 1を適用していない環境では一部手順が異なります。
Windows Server 2003インストール方法やActive Directory導入方法は
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/techinfo/planning/walkthroughs/f_addeployment.mspx を参考にしてください。
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バックアップ・リストア実行のための権限

Exchange Server 2003のバックアップを作成するにはドメインレベルのバックアップ オペレータの権利、Exchange Server 2003のバックアップを復元するにはそのドメインに対する Exchange 管理者 (完全) の権利が必要です。Windows Server 2003 オペレーティング システムのバックアップを作成するには少なくともローカルのバックアップ オペレータの権利、バックアップを復元するにはローカル管理者の権利が必要です。Exchangeのバックアップを作成するには少なくともドメインレベルのバックアップ オペレータの権利が必要です。

この自習書では、自習の都合上、バックアップとリストアにExchange Server 2003をインストールしたExchAdminアカウントを使用します。通常運用時は専用のアカウントを作成し使用することをお勧めします。
第 AUTONUM  部
Exchange Server 2003バックアップ
◆第3部で理解できること

この部では、Windows Server 2003に付属のNTBackup.exeを使用して、Exchange Server 2003のメールボックスストアおよびパブリックフォルダストアデータをバックアップする方法と、Exchange Server 2003を含めたシステム状態をバックアップする方法を理解することができます。
 AUTONUMLGL  
バックアップ自習の全体の流れ
ここでは、Windows Server 2003に付属の自動システム回復ウィザード（以降、ASRと記述します）を使用したWindowsシステムのバックアップ手順と、Exchange Server 2003のメールボックスストアとパブリックフォルダストアのバックアップ手順を説明します。また、この部で作成したバックアップデータは「第４部 Exchange Server 2003リストア」で使用します。また、自習前の準備としてバックアップとリストア後の動作を確認するためのユーザーを作成してください。以下に自習前の準備とバックアップを取得するタイミングについてまとめます。データ作成①とデータ作成②は直接バックアップの手順とは関係ありませんが、「第４部 Exchange Server 2003リストア」で使用します。
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もし、データ作成②まで実行した後に障害が発生したと想定すると、「Exchangeデータストアバックアップ実行」でのバックアップファイルをリストアするため「Bメール」は喪失します。ただし、障害の範囲がExchangeデータベースのみでトランザクションログに影響がなければ、「Exchangeデータストアバックアップ実行」のバックアップファイルをリストアした後に、トランザクションログを再生することで「Bメール」を復元することができます。

 AUTONUMLGL  
ASRバックアップの手順

ASRを実行してExchangeのプログラムファイルを含んだWindowsシステムのバックアップを取得します。

NTBackupによるASRバックアップ実行

ASRバックアップを行う際に注意すべき点は、MDBDATAフォルダ内のファイルをバックアップ対象から除外することです。

[image: image22.jpg]Yy




ASRバックアップ実行
※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。また、実行中にフロッピーが１枚必要となります。
1. NTBackupを起動します。［バックアップまたは復元ウィザードの開始］画面で［詳細モードに切り替えて実行する］をクリックして詳細モードを表示します。


[image: image23]
2. ［バックアップ ユーティリティ］画面で［ツール］－［オプション］をクリックします。


[image: image24]
［オプション］画面で［除外するファイル］タブを選択し、［すべてのユーザーに対して除外するファイル］の［新規追加］ボタンをクリックします。


[image: image25]
3. ［除外するファイルの追加］画面で［カスタム ファイル マスク］に［*.*］を入力します。［パスに適用］にExchange データベースのパス［C:\Program Files\Exchsrvr\MDBDATA］を追加し、［すべてのサブフォルダに適用］のチェックボックスからチェックを外します。［OK］ボタンをクリックします。


[image: image26]
［オプション］画面で除外するファイルが追加されていることを確認して、［OK］ボタンをクリックします。


[image: image27]
4. ［バックアップ ユーティリティ］画面で［ツール］－［ウィザードモードに切り替える］をクリックし、［バックアップまたは復元ウィザード］を開始します。


[image: image28]
［バックアップまたは復元ウィザードの開始］画面で［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image29]
5. ［バックアップまたは復元］画面で［ファイルと設定のバックアップを作成する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image30]
6. ［バックアップを作成する項目］画面で［このコンピュータにある情報すべて］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image31]
7. ［バックアップの種類、バックアップ先と名前］画面で［バックアップの保存場所］と［バックアップの名前］を入力します。本自習では［D:\］ドライブ（ローカル ハードディスク）に「ASR_Backup」という名前でバックアップを作成します。［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image32]
8. ［バックアップまたは復元ウィザードの完了］画面でバックアップする内容を確認して、［完了］ボタンをクリックします。


[image: image33]
9. ［Windows 自動システム回復］画面が表示され、ボリューム情報が格納されます。
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［バックアップの進行状況］画面が表示され、バックアップが開始されます。
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10. フロッピーディスクの挿入を要求されるため用意していたフロッピーディスクを挿入し、［OK］ボタンをクリックします。


[image: image36]
11. ［ASR ディスクの作成］画面が表示されフロッピーに自動システム回復の情報が書き込まれます。
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12. ［バックアップ ユーティリティ］画面が表示され、自動システム回復ディスクの作成が完了後フロッピーを取り出し、［OK］ボタンをクリックします。


[image: image38]
［バックアップの進行状況］画面に［バックアップ が完了しました］というメッセージが表示されるとバックアップ完了です。［レポート］ボタンをクリックしてログを確認します。


[image: image39]
13. ［backupXX.log］を確認してエラーが表示されていないことを確認します。（XX：NTBackup動作毎に数字が連番で割り付けられます）
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データの作成

※クライアント又はサーバー上で、以下の手順を実行してください。ここではOWAを使用しデータを作成します。

14. Internet Explorerを起動します。
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15. ExchAdminでログオンします。アドレスに［http://C-EXCH01/public/］と入力しEnterを押下します。
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［パブリックフォルダ］を右クリックし、［新しいフォルダ］をクリックします。

[image: image44]
16. ［名前］に［営業部］と入力し、［OK］ボタンをクリックします。

[image: image45]
［営業部］が作成されたことを確認します。Internet Explorerの［閉じる］ボタンで画面を閉じます。

[image: image46]
17. 別ウィンドウでInternet Explorerを起動します。
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松浦直美でログインします。アドレスに［http://C-EXCH01/exchange/n-matsuura/］と入力しEnterを押下します。［新規作成］ボタンをクリックします。

[image: image48]
18. ［宛先］ボタンをクリックします。

[image: image49]
［表示名］に［磯崎］と入力し、［検索］ボタンをクリックします。［磯崎康弘］が表示されますので、選択し［宛先］ボタンをクリックします。その後［閉じる］ボタンをクリックします。

[image: image50]
19. ［宛先］に［磯崎康弘］が追加されたことを確認します。［件名］に［AAAAAAAAA］と入力し、［本文］に［ASRバックアップ完了後のAメール送信］と入力します。［送信］ボタンをクリックします。
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別ウィンドウでInternet Explorerを起動します。
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20. 磯崎康弘でログインします。アドレスに［http://C-EXCH01/exchange/y-isozaki/］と入力しEnterを押下します。［松浦直美］からメールが届いていることを確認します。

[image: image53]
［松浦直美］からのメールを選択し、［返信］ボタンをクリックします。

[image: image54]
21. ［本文］に［Aメールに返信］と入力し、［送信］ボタンをクリックします。

[image: image55]
［パブリックフォルダ］をクリックします。

[image: image56]
22. ［パブリックフォルダ］－［営業部］をクリックします。［新規作成］ボタンをクリックします。

[image: image57]
件名に［AAAAAAA］と入力し、［投稿］ボタンをクリックします。

[image: image58]
23. ［営業部］に投稿されたことを確認します。［閉じる］ボタンでページを閉じます。

[image: image59]
松浦直美でログインしているOWAで［更新］ボタンをクリックします。磯崎康弘から返信メールが送付されていることを確認します。［パブリックフォルダ］をクリックします。

[image: image60]
24. ［パブリックフォルダ］－［営業部］に磯崎康弘から投稿されたアイテムが表示されることを確認します。

[image: image61]
 AUTONUMLGL  
Exchangeデータストアのバックアップ手順
メールボックス ストアとパブリックフォルダ ストアのオンラインバックアップ手順を説明します。
NTBackupによるExchangeデータストアのバックアップ実行

NTBackupを使ってストアのオンラインバックアップを行う際にはストアのデータベースファイルを直接指定してバックアップするのではなく、Microsoft Information Storeサービスによる拡張項目からストアデータベースを選択してバックアップします。Microsoft Information Storeサービスによるバックアップを行うことにより、バックアップ中のメールのやりとりやパブリックフォルダへの投稿もバックアップデータに含めることができます。
[image: image62.jpg]Yy




Exchangeデータストアのバックアップ実行
※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

25. ［スタート］－［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［システムツール］－［バックアップ］をクリックしてNTBackupを起動します。

[image: image63]
［バックアップまたは復元ウィザードの開始］画面で［次へ］をクリックします。

[image: image64]
【注意】
2.の手順で［バックアップまたは復元ウィザードの開始］画面が表示されずに［バックアップ ユーティリティ］画面が表示された場合は、［ツール］－［ウィザード モードに切り替える］をクリックすることにより［バックアップまたは復元ウィザードの開始］画面を開くことができます。

[image: image65]
［バックアップまたは復元］画面で［ファイルと設定のバックアップを作成する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image66]
26. ［バックアップを作成する項目］画面で［項目を指定する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

[image: image67]
［バックアップを作成する項目］画面で、［Microsoft Exchange Server］－［C-EXCH01］－［Microsoft Information Store］－［最初のストレージ グループ］を展開し、［最初のストレージ グループ］の左のチェックボックスにチェックします。［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image68]
【注意】
本自習では［最初のストレージ グループ］を選択していますが、この画面でバックアップする対象をストア単位で選択することも可能です。以下の画面ではメールボックス ストアのみを選択しています。

[image: image69]
［バックアップの種類、バックアップ先と名前］画面で［バックアップの保存場所］と［バックアップの名前］を入力します。本自習では［D:\］ドライブ（ローカル ハードディスク）に「Store_Backup」という名前でバックアップを作成します。［次へ］ボタンをクリックします。

[image: image70]
注意：本自習ではバックアップ保存先にローカル ハードディスクを選択していますが、本番環境ではテープドライブなどのバックアップ用ストレージを選択することをおすすめします。
27. ［バックアップまたは復元ウィザードの完了］画面でバックアップする内容を確認して、［詳細設定］ボタンをクリックします。

[image: image71]
［バックアップの種類を選択してください］から［通常］を選択し［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image72]
28. ［バックアップの後にデータを検証する］にチェックを入れ［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image73]
29. ［既存のバックアップにこのバックアップを追加する］を選択し［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image74]
［今すぐ実行］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image75]
30. ［完了］ボタンをクリックします。


[image: image76]
31. ［バックアップの進行状況］画面が表示され、バックアップが開始されます。
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［バックアップの進行状況］画面に［バックアップ が完了しました］というメッセージが表示されるとバックアップ完了です。［レポート］ボタンをクリックしてログを確認します。


[image: image78]
32. ［backupXX.log］を確認してエラーが表示されていないことを確認します。（XX：NTBackup動作毎に数字が連番で割り付けられます）
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バックアップ実行後の確認とデータ作成
Exchangeシステムマネージャでメールボックス ストアとパブリックフォルダ ストアのプロパティを確認することにより、バックアップが正常に行われたか確認することができます。
[image: image80.jpg]Yy




システムマネージャでバックアップ後の確認

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

33. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［最初のストレージ グループ］を開きます。

[image: image81]
34. ［最初のストレージ グループ］の［メールボックス ストア］で右クリックして［プロパティ］を選択します。

[image: image82]
［メールボックス ストアのプロパティ］画面の［データベース］タブを開きます。［直前の完全バックアップの時間］にバックアップした時間が表示されていることを確認します。

[image: image83]
35. ［最初のストレージ グループ］の［パブリックフォルダ ストア］で右クリックして［プロパティ］を選択します。

[image: image84]
［パブリックフォルダ ストアのプロパティ］画面の［データベース］タブを開きます。［直前の完全バックアップの時間］にバックアップした時間が表示されていることを確認します。

[image: image85]
[image: image86.jpg]Yy




データの作成

※クライアント又はサーバー上で、以下の手順を実行してください。ここではOWAを使用しデータを作成します。

36. Internet Explorerを起動します。
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松浦直美でログインします。アドレスに［http://C-EXCH01/exchange/n-matsuura/］と入力しEnterを押下します。［新規作成］ボタンをクリックします。

[image: image88]
37. ［宛先］ボタンをクリックします。

[image: image89]
［表示名］に［磯崎］と入力し、［検索］ボタンをクリックします。［磯崎康弘］が表示されますので、選択し［宛先］ボタンをクリックします。その後［閉じる］ボタンをクリックします。

[image: image90]
38. ［宛先］に［磯崎康弘］が追加されたことを確認します。［件名］に［BBBBBB］と入力し、［本文］に［Exchangeデータストアのバックアップ完了後のBメール送信］と入力します。［送信］ボタンをクリックします。

[image: image91]
別ウィンドウでInternet Explorerを起動します。
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39. 磯崎康弘でログインします。アドレスに［http://C-EXCH01/exchange/y-isozaki/］と入力しEnterを押下します。［松浦直美］からメールが届いていることを確認します。

[image: image93]
［松浦直美］からのメールを選択し、［返信］ボタンをクリックします。

[image: image94]
40. ［本文］に［Bメールに返信］と入力し、［送信］ボタンをクリックします。

[image: image95]
［パブリックフォルダ］をクリックします。

[image: image96]
41. ［パブリックフォルダ］－［営業部］をクリックします。［新規作成］ボタンをクリックします。

[image: image97]
件名に［BBBBBBBB］と入力し、［投稿］ボタンをクリックします。

[image: image98]
42. ［営業部］に投稿されたことを確認します。［閉じる］ボタンでページを閉じます。

[image: image99]
松浦直美でログインしているOWAで［更新］ボタンをクリックします。磯崎康弘から返信メールが送付されていることを確認します。［パブリックフォルダ］をクリックします。

[image: image100]
43. ［パブリックフォルダ］－［営業部］に磯崎康弘から投稿されたアイテムが表示されることを確認します。

[image: image101]
第 AUTONUM  部
Exchange Server 2003リストア
◆第4部で理解できること

この部では、Windows Server 2003に付属のNTBackup.exeを使用して、Exchange Server 2003のメールボックスストアおよびパブリックフォルダストアデータをリストアする方法と、Exchange Server 2003を含めたシステム状態をリストアする方法を理解することができます。
 AUTONUMLGL  
リストア自習の全体の流れ

ここでは、以下の各障害に対する復元の方法を説明します。

· 削除してしまったアカウントとメールボックスの復元

Active Directoryユーザーとコンピュータから松浦直美のアカウントとメールボックスを削除し、Exchangeのメールボックス回復センターを使用して復元する方法を説明します。
· メールアイテムの復元

削除済みアイテムの保存期間内（削除日から７日以内）の場合

松浦直美のメールアイテムを削除し、ＯＷＡの削除済みアイテムの回復機能を使用してメールアイテムを復元する方法を説明します。

削除済みアイテムの保存期間外（削除日から７日以上）の場合

松浦直美のメールアイテムを削除し、第３部で作成したExchangeデータストアのバックアップファイルをExchangeの回復用ストレージグループにリストアし、メールアイテムを復元する方法を説明します。

· メールボックスストアとパブリックフォルダストアの復元

Exchangeデータストアのデータベースファイルを削除し、第３部で作成したExchangeデータストアのバックアップファイルをNTBackupでリストアし、ストアを復元する方法を説明します。
· Windowsシステムとメールボックスストアの復元

Windowsシステム復元後すぐにメールボックスストア復元

第３部で作成したASRバックアップファイルを使用してWindowsをディザスタリカバリし、その後、すぐに第３部で作成したExchangeデータストアのバックアップファイルをNTBackupでリストアしてストアを復元する方法を説明します。
Windowsシステム復元後サービスのみ開始し後でメールボックスストア復元

第３部で作成したASRバックアップファイルを使用してWindowsをディザスタリカバリし、Exchangeのサービスを開始します。その状態で、松浦直美と磯崎康弘でメールを送受信します。その後、第３部で作成したExchangeデータストアのバックアップファイルをExchangeの回復用ストレージグループにリストアし、データをマージして復元する方法を説明します。

 AUTONUMLGL  
削除してしまったアカウントとメールボックスの復元

ここでは、管理者がActive Directoryユーザーとコンピュータから誤ってユーザーアカウントとメールボックスを削除してしまった場合の復元方法を説明しています。
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ユーザーアカウントとメールボックスの削除（障害発生！）

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

44. ［Active Directory ユーザーとコンピュータ］を起動します。［contoso.local］－［Users］を開きます。


[image: image104]
［松浦 直美］を右クリックし、［削除］を選択します。


[image: image105]
45. ［このオブジェクトを削除しますか？］画面で、［はい］をクリックします。これで松浦 直美のユーザーアカウントとExchange メールボックスは削除されることになります。


[image: image106]
［Active Directory ユーザーとコンピュータ］画面で、［松浦 直美］が削除されたことを確認します。
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メールボックスが削除されたことを確認

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

46. Internet Explorerを起動します。
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［アドレス］に［http://C-EXCH01/exchange/n-matsuura/］と入力しEnterを押下します。メールボックスが削除されたため、以下のようなページが表示されます。

[image: image110.png]=lolx|

LD FRE FRW BRI UMD AT [ &
OFs -0 X & 0|6 onc @77 €| (- LB
TEVAD [&] http/ fe-exchil fexchange /n-matsuura B
=
N=UNIRDOMYEEA
BEPO<— 1L, BRSNID, BHTEENT £ STRTE wTH
HBIET,
s
Utz web U-( PELXOBMERANELL ICEE
<= VITHBELIIBAIL, Web (- OEIEITEBRLT. U
DODRASELC AL TR
o RIDUDZATSEATHAL, [BR] £y oL TR
HTTP T5— 404 - Dr(LERIIFALIMIFRODE R Ao
P Al H—ER (11S)
TR (kSR
o Thicrosoft BETH — b #r—E2 1T, "HITP" S50 "404" DXFFIZEIRAL
AREL TG
. s  (inetmor) INSTZEATRD 1S 03 [NLI] BRI, Tweb 111 =
Db 7T [~ RIIERIR ) BEUTRSL T5- v =S T
B SRR TR =
(&) n-InETENELE [T Mty P





47. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［最初のストレージグループ］－［メールボックスストア］－［メールボックス］を開きます。


[image: image111]
［メールボックス］を右クリックして［クリーンアップエージェントの実行］を選択します。


[image: image112]
48. ［松浦 直美］のアイコンに赤い削除の印が表示されたことを確認します。赤い削除の印が表示されなかった場合は数分間待ってから再度2.の手順を実行します。
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ユーザーの再作成

※メールボックスは作成せず、ユーザーアカウントのみ再作成しますので、C-AD01で、以下の手順を実行してください。

49. ［Active Directory ユーザーとコンピュータ］を起動します。［contoso.local］－［Users］を開きます。


[image: image115]
50. ［Users］で右クリックし、［新規作成］－［ユーザー］を選択します。


[image: image116]
［新しいオブジェクト － ユーザー］画面で、削除してしまった［松浦 直美（n-matsuura）］の情報を入力します。［次へ］をクリックします。


[image: image117]
51. ［新しいオブジェクト － ユーザー］画面で、［パスワード］と［パスワードの確認入力］を入力します。［ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要］のチェックを外し、［パスワードを無期限にする］にチェックをいれてください。［次へ］をクリックします。


[image: image118]
52. ［完了］をクリックしてユーザーを作成してください。


[image: image119]
［Active Directory ユーザーとコンピュータ］画面で［松浦 直美］が作成されたことを確認してください。
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作成したユーザーをメールボックスに接続

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
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［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］ － [サーバー] － [C-EXCH01] － [最初のストレージグループ] － [メールボックス ストア（C-EXCH01）] － ［メールボックス］ の順に展開します。
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メールボックス［松浦 直美］を右クリックして［再接続］を選択し、関連付けられたユーザーとメールボックスを接続します。
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54. ［このメールボックスの新しいユーザーを選択してください］ダイアログボックスが表示されます。［選択するオブジェクト名を入力してください］に［松浦　直美］を入力します。［名前の確認］ボタンをクリックします。
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55. ［選択するオブジェクト名を入力してください］に［松浦 直美（n-matsuura@contoso.local）］が表示されます。［OK］をクリックします。
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［再接続］が表示されます。処理が正常に完了したことを示すメッセージが表示されます。［OK］ボタンをクリックします。
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56. ［松浦 直美］のアイコンの赤い削除の印が表示されないことを確認します。
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57. Internet Explorerを起動します。
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［松浦 直美］でログインします。アドレスに［http://c-exch01/exchange/n-matsuura/］と入力しEnterを押下します。［松浦 直美］の受信トレイが確認できます。
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 AUTONUMLGL  
メールアイテムの復元
ここでは、ユーザーがOWAから誤ってメールアイテムを完全に削除してしまった場合の復元方法を説明しています。削除日から７日経過しているかどうかで復元方法が２つに分かれます。
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メールアイテム削除（障害発生！）
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メールアイテム削除（障害発生！）

※クライアント又はサーバー上で、以下の手順を実行してください。ここではOWAを使用しメールアイテムを削除します。

58. Internet Explorerを起動します。［アドレス］に［http://C-EXCH01/exchange/y-isozaki/］と入力しEnterを押下します。
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59. ［受信トレイ］内の［AAAAAAAA］のメールを右クリックし［削除］をクリックします。

[image: image133]
［受信トレイ］の中からメールが削除されたことを確認します。
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60. ［削除済みアイテム］をクリックし、削除したメールアイテムを右クリックし、［削除］をクリックして完全に削除します。

[image: image135]
61. 以下のようなダイアログが表示されますので［OK］をクリックします。


[image: image136]
削除日から７日以内の復元方法

[image: image137.jpg]Yy




削除済みアイテムの回復機能

※クライアント又はサーバー上で、以下の手順を実行してください。ここではOWAを使用しメールアイテムを削除します。

62. Internet Explorerを起動します。［アドレス］に［http://C-EXCH01/exchange/y-isozaki/］と入力しEnterを押下します。［削除済みアイテム］をクリックし、［削除済みアイテムの回復］ボタンをクリックします。

[image: image138]
63. 先ほど削除してしまったメールアイテムを選択し、［回復］ボタンをクリックします。

[image: image139]
［削除済みアイテム］に削除してしまったメールアイテムが復元されていることを確認します。

[image: image140]
64. 回復したメールアイテムを右クリックし［フォルダへ移動またはコピー］をクリックします。

[image: image141]
［受信トレイ］を選択し、［移動］ボタンをクリックします。

[image: image142]
65. ［受信トレイ］を選択し、削除してしまったメールアイテムが移動していることを確認します。
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削除日から７日以上の復元方法

※「削除日から７日以内の復元方法」を実行された場合は、以降の手順を行う前に、再度「メールアイテム削除（亜障害発生！）」の手順を実行してください。
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回復用ストレージグループの作成
※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
66. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］を開きます。

[image: image145]
67. ［C-EXCH01］で右クリックして［新規作成］－［回復用ストレージ グループ］を選択します。

[image: image146]
［回復用ストレージ グループ のプロパティ］画面が表示されます。［全般］タブの［トランザクション ログの場所］と［システム パスの場所］に回復用ストレージグループを格納するフォルダ名を入力します。本自習では［C:\Program Files\Exchsrvr\Recovery Storage Group］というフォルダを指定します。［OK］ボタンをクリックします。


[image: image147]
68. ［Exchange システム マネージャ］画面で［回復用ストレージ グループ］が作成されたことを確認します。

[image: image148]
［回復用ストレージ グループ］で右クリックし［回復するデータベースの追加］を選択します。


[image: image149]
69. ［回復するデータベースを選択してください］画面が表示され、［メールボックス ストア（C-EXCH01）］が表示をされていることを確認します。［メールボックス ストア（C-EXCH01）］を選択し、［OK］ボタンをクリックします。


[image: image150]
［メールボックス ストア のプロパティ］画面が表示されます。［データベース］タブの［Exchange データベース］と［Exchange ストリーミング データベース］にデータベースのファイル名を入力します。本自習では［C:\Program Files\Exchsrvr\Recovery Storage Group\Mailbox Store (C-EXCH01).edb］と［C:\Program Files\Exchsrvr\Recovery Storage Group\Mailbox Store (C-EXCH01).stm］いうファイルを指定します。［OK］ボタンをクリックします。


[image: image151]
70. ［Exchange システム マネージャ］画面で［メールボックス ストア（C-EXCH01）］が作成されたことを確認します。

[image: image152]
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Exchangeデータストアのバックアップファイルからリストア
※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

71. NTBackupを起動します。［バックアップまたは復元ウィザードの開始］画面で［次へ］をクリックします。

[image: image154]
72. ［バックアップまたは復元］画面で［ファイルと設定の復元する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image155]
［復元する項目］画面で、［Store_Backup.bkf］－［C-EXCH01\Microsoft Information Store\最初のストレージグループ］を展開し、［メールボックス ストア］の左のチェックボックスにチェックします。［次へ］ボタンをクリックします。

[image: image156]
73. ［データベース サーバーの復元］画面で、［復元先］に［C-EXCH01］が入力されていることを確認します。［ログ ファイルと.patファイルの一時場所］にリストア時に一時的に使用するフォルダ（この自習書では［C:\Temp］とします）を指定します。［最新の復元セット］の左のチェックボックスにチェックします。［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image157]
［バックアップまたは復元ウィザードの完了］画面でリストアする内容を確認して、［完了］ボタンをクリックします。

[image: image158]
74. ［復元の進行状況］画面が表示され、リストアが開始されます。
[image: image159.png]T [C-EXCHOT#Microsoft information Store¥RFIDARL.

S [Store_Backupbki. 2006/08/31 1741 (TE8%,

e BT VEE.
fe

B

P Tcrosoft Information Store¥F A =5 Bb—7
WD





75. ［復元の進行状況］画面に［復元が完了しました］というメッセージが表示されるとリストア完了です。［レポート］ボタンをクリックしてログを確認します。

[image: image160]
［backupXX.log］を確認してエラーが表示されていないことを確認します。（XX：NTBackup動作毎に数字が連番で割り付けられます）
[image: image161.png]B backup!

-[o) x|
FrAIE

HETTIARE - =

“C-EXCHOT¥Microsoft Infornat ion Store¥BIIMA L — F)L—7" @1iy 27 v 7.
185t4% "C-EXCHOT¥Microsoft Information Store¥@#IMA L — FIL—7"

Piv o7 2y b il AT #

b5y 57y Jomeg: 2005/03/31 17:41 (¥ERE R Y b7

2005/04/06 10:19 (/B ERIELE LI,
2005/04/06 10:19 (fEe&se T LE L.
T Lo UM S

=7 AL 3

U e 14,701,004

B 1 RYTIIBLE LI,





[image: image162.jpg]Yy




リストアしたメールボックスを回復用ストレージグループから通常ストレージグループへコピー
注意：C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

76. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［回復用ストレージ グループ］－［メールボックス ストア］を開きます。

[image: image163]
［メールボックス ストア］を右クリックして［ストアのマウント］を選択します。

[image: image164]
77. ストアのマウントに関する警告が表示されるので確認して［はい］ボタンをクリックします。

[image: image165]
78. ［ストアは正常にマウントされました］のメッセージを確認して［OK］ボタンをクリックします。

[image: image166]
79. ［Exchange システム マネージャ］画面で［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［回復用ストレージグループ］－［メールボックス ストア］－［メールボックス］を展開し、バックアップしたメールボックス ストアに含まれるメールボックスの一覧が表示されることを確認します。表示されない場合は、更新ボタンをクリックしてください。

[image: image167]
［磯崎 康宏］のメールボックスを右クリックし、［Exchange タスク］を選択します。


[image: image168]
80. ［Exchange タスク ウィザードへようこそ］画面が表示されます。［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image169]
81. ［実行可能なタスク］画面で［実行するタスクを選択してください］の部分で［メールボックス データの回復］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image170]
［メールボックス データの回復］画面で、メールボックスの回復に関する説明を確認し［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image171]
82. ［メールボックス データの回復］画面で、［データをコピーする］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image172]
83. ［タスクのスケジュール］画面で、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image173]
84. ［磯崎 康宏］の回復用ストレージ内のメールボックスが、現在使用中のメールボックス内にコピーされます。
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85. ［Exchangeタスクウィザードの完了］画面で［完了］をクリックします。


[image: image175]
回復用ストレージ グループからの回復オプションで［データをコピーする］を選択すると、現在使用しているメールボックスに回復用のフォルダが作成され、回復用ストレージグループのメールボックスの内容がそのままコピーされます。回復用のフォルダはメールボックス内の通常のフォルダとして扱えます。リストアしたいメールを選択して任意のフォルダにコピーして復元は完了です。
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メールアイテムが復元されたことを確認

※クライアント又はサーバー上で、以下の手順を実行してください。

86. Internet Explorerを起動します。
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87. ［アドレス］に［http://C-EXCH01/exchange/y-isozaki/］と入力しEnterを押下します。［データ <日付> を回復しました］という名前のフォルダが作成されていることを確認できます。


[image: image178]
［データ <日付> を回復しました］－［受信トレイ］をクリックし、メールアイテムを選択します。


[image: image179]
88. メールアイテムを右クリックし、［フォルダへの移動またはコピー］をクリックします。


[image: image180]
［受信トレイ］を選択し、［移動］ボタンをクリックします。


[image: image181]
89. ［受信トレイ］に削除したメールアイテムが復元されていることを確認します。
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［データ <日付> を回復しました］を右クリックし［削除］を選択します。


[image: image183]
90. ［OK］をクリックします。これで復元は完了です。


[image: image184]
目的のメールボックスストアのコピーの完了後、回復用ストレージグループを削除します。
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回復用ストレージグループを削除

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

91. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［回復用ストレージ グループ］－［メールボックス ストア］を展開します。［メールボックス ストア］を右クリックし、［ストアのマウントを解除］を選択します。

[image: image186]
92. ［メールボックス ストア］画面で［はい］ボタンをクリックしてストアのマウントを続行します。

[image: image187]
93. ［メールボックス ストア］のアイコンに赤い停止マークが付いたことを確認します。

[image: image188]
［メールボックス ストア］を右クリックし、［削除］を選択します。


[image: image189]
94. ［インフォメーション ストア］画面で［はい］ボタンをクリックしてメールボックス ストアの削除を続行します。


[image: image190]
95. 確認内容を読み、［OK］ボタンをクリックします。


[image: image191]
96. ［エクスプローラ］を起動し、［C:\Program Files\Exchsrvr\Recovery Storage Group］フォルダを開きます。

[image: image192]
フォルダ内のファイルを削除します。

[image: image193]
97. ［Exchange システム マネージャ］画面で［回復用ストレージ グループ］を右クリックし、［削除］を選択します。


[image: image194]
98. ［Exchange システムマネージャ］画面で［はい］ボタンをクリックして回復用ストレージ グループの削除を続行します。


[image: image195]
［Exchange システムマネージャ］画面で回復用ストレージ グループが削除されたことを確認します。

[image: image196]
 AUTONUMLGL  
メールボックスストアとパブリックフォルダストアの復元

メールボックス ストアとパブリックフォルダ ストアのリストアの手順を説明します。ストアのリストア作業の前にストアの破損を想定して実際にデータベースの削除を行います。その後、リストアを行います。
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リストアの前に実際にストアのデータを削除し、破損させます。ストア データベースの削除するためには、ストアのマウントを解除してエクスプローラ上から削除を行います。
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データベースファイル削除（障害発生！）
注意：C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

99. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［最初のストレージ グループ］を開きます。


[image: image199]
［メールボックス ストア］で右クリックして［ストアのマウントを解除］を選択します。


[image: image200]
100. ［メールボックス ストア］画面で［はい］ボタンをクリックしてストアのマウントを続行します。


[image: image201]
101. ［メールボックス ストア］のアイコンに赤い停止マークが付いたことを確認します。


[image: image202]
［パブリックフォルダ ストア］で右クリックして［ストアのマウントを解除］を選択します。


[image: image203]
102. ［パブリックフォルダ ストア］画面で［はい］ボタンをクリックしてストアのマウントを続行します。


[image: image204]
103. ［パブリックフォルダ ストア］のアイコンに赤い停止マークが付いたことを確認します。


[image: image205]
［エクスプローラ］を起動し［MDBDATA］フォルダを開きます。


[image: image206]
104. ［MDBDATA］フォルダ内のファイルを削除します。これによってストア データベースとトランザクション ログが消失したこととします。


[image: image207]
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メールボックスが削除されたことを確認

※クライアント又はC-EXCH01上で、以下の手順を実行してください。

105. Internet Explorerを起動します。［アドレス］に［http://C-EXCH01/exchange/n-matsuura/］と入力しEnterを押下します。以下のようにメールボックスにアクセスできないことを確認します。
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NTBackupでExchangeデータストアのリストア
※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

106. NTBackupを起動します。［バックアップまたは復元ウィザードの開始］画面で［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image211]
107. ［バックアップまたは復元］画面で［ファイルと設定の復元する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image212]
［復元する項目］画面で、［Store_Backup.bkf］を展開し、［C-EXCH01\Microsoft Information Store\最初のストレージグループ］の左のチェックボックスにチェックします。［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image213]
【注意】
本自習では［C-EXCH01\Microsoft Information Store\最初のストレージグループ］を選択していますが、この画面でリストアする対象をストア単位で選択することも可能です。以下の画面ではメールボックス ストアとバックアップ中のトランザクションログ（Log Files）を選択しています。

[image: image214]
［データベース サーバーの復元］画面で、［復元先］に［C-EXCH01］が入力されていることを確認します。［ログ ファイルと.patファイルの一時場所］にリストア時に一時的に使用するフォルダ（この自習書では［C:\Temp］とします）を指定します。［最新の復元セット］の左のチェックボックスにチェックします。［復元後にデータベースをマウントする］の左のチェックボックスにチェックします。［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image215]
108. ［バックアップまたは復元ウィザードの完了］画面でリストアする内容を確認して、［完了］ボタンをクリックします。


[image: image216]
［復元の進行状況］画面が表示され、リストアが開始されます。
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109. ［復元の進行状況］画面に［復元が完了しました］というメッセージが表示されるとリストア完了です。［レポート］ボタンをクリックしてログを確認します。


[image: image218]
110. ［backupXX.log］を確認してエラーが表示されていないことを確認します。（XX：NTBackup動作毎に数字が連番で割り付けられます）
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リストアしたメールボックス ストアとパブリックフォルダ ストアが正常にマウントされていることを確認します。
[image: image220.jpg]Yy




システムマネージャとイベントビューアでリストア後の確認

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

111. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［最初のストレージ グループ］を開きます。［メール ボックス ストア］と［パブリック フォルダ ストア］の左のアイコンが赤い停止の印になっていないことを確認します。


[image: image221]
112. イベントビューアを起動し、［イベントID 902］が記録していることを確認してください。
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次に、OWAでExchange Serverのメールボックスとパブリックフォルダにアクセスして、バックアップ前に作成したデータが復元されていることを確認します。今回の障害の想定は、Exchangeデータベースとトランザクションログの両方が破損している状態のため、「3.3 Exchangeデータストアのバックアップ」のファイルを使用してリストアした場合、「Aメール」までしか復元できません。
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リストアされたデータの内容を確認

※クライアント又はサーバー上で、以下の手順を実行してください。

113. Internet Explorerを起動し、［アドレス］に［http://c-exch01/exchange/y-isozaki/］と入力しEnterを押下します。松浦直美からの「Aメール」のみ確認できます。

[image: image224]
114. Internet Explorerを起動し、［アドレス］に［http://c-exch01/exchange/n-matsuura/］と入力しEnterを押下します。磯崎康弘からの「Aメール返信」のみ確認できます。

[image: image225]
115. ［パブリック フォルダ］をクリックします。［営業部］に磯崎康弘からの「A投稿」のみ確認できます。

[image: image226]
 AUTONUMLGL  
Windowsシステムとメールボックスストアの復元
自動システム回復（ASR）による、Exchange Server 2003を含むWindowsシステムデータのリストアの手順を説明します。自動システム回復によりシステムデータが正常にリストアされた後、別途バックアップしたExchangeデータストアのリストアを行います。
Windowsシステムとメールボックスストアの復元には、Exchangeデータストアのリストアを実行するタイミングの違いにより２つの方法に分かれます。
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Windowsシステム復元後すぐにメールボックスストア復元

Windowsシステム復元後、すぐにメールボックスストアを復元する手順について説明していきます。全体の手順については以下のとおりです。
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自動システム回復（ASR）実行

ASRの実行は、Windows Server 2003セットアップで選択することができます。Windows Server 2003セットアップで自動システム回復を選択すると、ハードディスクのパーティション構成がASRバックアップデータ作成時の状態に自動的に変更されます。この時、システムパーティションは必ずフォーマットされます（その他のパーティションはバックアップ作成時と同じ構成の場合はフォーマットされません）。パーティション構成の変更後にWindowsのインストールとシステムデータのリストアが自動的に行われます。
※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
116. サーバーの電源を一度OFFにします。電源をONしWindows Server 2003のCD-ROMをドライブに入れて、CDブートによるWindows Setupを実行します。
［Windows Setup］画面で、［Press F2 to run Automated System Recovery (ASR)…］というメッセージが表示された時に［F2］キーを押します。


[image: image230]
117. ［Please insert the disk labeled: Windows Automated System Recovery Disk into the floppy drive.］というメッセージが表示されるので、システムデータのバックアップ時に作成したフロッピーディスクをドライブに挿入して任意のキーを押してください。

[image: image231]
118. 画面に従って［Windows Setup］を進めます。
119. Windows Server 2003のインストールが自動的に行われます。

基本的なシステムファイルのインストールが完了すると［自動システム回復ウィザードの開始］画面が表示されます。一定時間が経過すると自動的にシステムデータのリストアが開始されます。
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【注意】
システムデータのバックアップ取得後にバックアップ ファイルのパスを変更した場合は、自動的にシステムデータのリストアが開始されません。［データ回復元］画面で［バックアップを格納するメディア名またはファイル名］に変更したファイルパスを入力してください。

[image: image233]
システムデータのリストアが自動的に行われます。
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120. システムデータのリストアが完了するとWindows Server 2003がバックアップ時の状態で起動します。Windows Server 2003にログオンし、システムデータが正常に復元していることを確認してください。

【注意】
Exchange Server 2003がWindows Server 2003のシステムパーティションにインストールされていた場合は、Windowsシステムデータのリストアと同時にExchangeシステムデータもリストアされます。
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MDBDATAフォルダ内のファイルを削除
ストア データをリストアする前にMDBDATAフォルダの中に作成されたファイルを削除する必要があります。
※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

121. ［エクスプローラ］を起動し、［C:\Program Files\Exchsrvr\MDBDATA］フォルダを開きます。

[image: image236]
122. フォルダ内のファイルを削除します。
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バックアップファイルからExchangeデータストアのリストア

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
123. NTBackupを起動します。［バックアップまたは復元ウィザードの開始］画面で［次へ］をクリックします。


[image: image239]
124. ［バックアップまたは復元］画面で［ファイルと設定の復元する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image240]
125. ［参照］ボタンをクリックします。


[image: image241]
126. ［参照］ボタンをクリックし、Store_Backup.bkfの保存場所を指定します。ここでは、「D:\Store_Backup.bkf」と指定し、［Ok］ボタンをクリックします。


[image: image242]
［復元する項目］画面で、［Store_Backup.bkf］を展開し、［C-EXCH01\Microsoft Information Store\最初のストレージグループ］の左のチェックボックスにチェックします。［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image243]
127. ［データベース サーバーの復元］画面で、［復元先］に［C-EXCH01］が入力されていることを確認します。［ログ ファイルと.patファイルの一時場所］にリストア時に一時的に使用するフォルダ（この自習書では［C:\Temp］とします）を指定します。［最新の復元セット］の左のチェックボックスにチェックします。［復元後にデータベースをマウントする］の左のチェックボックスにチェックします。［次へ］ボタンをクリックします。


[image: image244]
［バックアップまたは復元ウィザードの完了］画面でリストアする内容を確認して、［完了］ボタンをクリックします。


[image: image245]
128. ［復元の進行状況］画面が表示され、リストアが開始されます。
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129. ［復元の進行状況］画面に［復元が完了しました］というメッセージが表示されるとリストア完了です。［レポート］ボタンをクリックしてログを確認します。


[image: image247]
［backupXX.log］を確認してエラーが表示されていないことを確認します。（XX：NTBackup動作毎に数字が連番で割り付けられます）
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システムマネージャとイベントビューアでリストア後の確認

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

130. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［最初のストレージ グループ］を開きます。［メール ボックス ストア］と［パブリック フォルダ ストア］の左のアイコンが赤い停止の印になっていないことを確認します。


[image: image250]
イベントビューアを起動し、［イベントID 902］が記録されていることを確認してください。
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次に、OWAでExchange Serverのメールボックスとパブリックフォルダにアクセスして、バックアップ前に作成したデータが復元されていることを確認します。
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リストアされたデータの内容を確認

第３部で取得したExchangeデータストアのバックアップを使用してリストアしたので、「Aのメール送受信」を行った時点まで復元されています。メールボックスにアクセスして、「Aのメール」のみ存在することを確認します。また、パブリックフォルダにアクセスして、［Aの投稿］のみ存在することを確認します。

※クライアント又はサーバー上で、以下の手順を実行してください。

131. Internet Explorerを起動し、［アドレス］に［http://c-exch01/exchange/y-isozaki/］と入力しEnterを押下します。松浦直美からの「Aメール」のみ確認できます。


[image: image253]
Internet Explorerを起動し、［アドレス］に［http://c-exch01/exchange/n-matsuura/］と入力しEnterを押下します。磯崎康弘からの「Aメール返信」のみ確認できます。


[image: image254]
132. ［パブリック フォルダ］をクリックします。［営業部］に磯崎康弘からの「A投稿」のみ確認できます。


[image: image255]
Windowsシステム復元後サービスのみ開始し後でメールボックスストア復元
Windowsシステム復元後、新規データベースを作成してExchangeサービスを開始します。その後夜間など利用率が低い時間帯を使用して、バックアップからメールボックスストアを復元し、新規データベースとマージする手順について説明していきます。

全体の手順については以下のとおりです。
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本作業では最初のストレージグループ、回復用ストレージグループで扱われるデータベースは、以下のような手順を踏みます。
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自動システム回復（ASR）実行

ここの手順は、前項の「Windowsシステム復元後すぐにメールボックスストア復元」の「自動システム回復（ASR）実行」と同じ手順となりますので、前項を参照の上操作してください。
自動システム回復（ASR）実行後、新規データベースを作成してサービス運用を再開します。
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新規データベースを作成しサービス開始
※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
133. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［最初のストレージ グループ］を開きます。［メールボックス ストア］と［パブリックフォルダ ストア］のアイコンに赤い停止マークが付いていることを確認します。


[image: image260]
134. ［メールボックスストア］を右クリックし［ストアのマウント］を選択します。


[image: image261]
空のデータベースを作成するか問い合わせがあるので［はい］をクリックします。


[image: image262]
135. ［ストアは正常にマウントされました］のメッセージを確認して［OK］をクリックします。


[image: image263]
136. ［パブリックフォルダ ストア］を右クリックし［ストアのマウント］を選択します。


[image: image264]
137. 空のデータベースを作成するか問い合わせがあるので［はい］をクリックします。


[image: image265]
138. ［ストアは正常にマウントされました］のメッセージを確認して［OK］をクリックします。
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新規メールボックス ストア上でメール送受信確認
リストアしたExchange Server 2003システムと新規作成したデータベースが正常にサービスを開始しているか確認するために、クライアントでメールの送受信を行います
※クライアントまたはサーバー上で、以下の手順を実行してください。
139. Internet Explorerを起動します。
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140. 松浦直美でログインします。アドレスに［http://C-EXCH01/exchange/n-matsuura/］と入力しEnterを押下します。［新規作成］ボタンをクリックします。

[image: image269]
141. ［宛先］ボタンをクリックします。

[image: image270]
142. ［表示名］に［磯崎］と入力し、［検索］ボタンをクリックします。［磯崎康弘］が表示されますので、選択し［宛先］ボタンをクリックします。その後［閉じる］ボタンをクリックします。

[image: image271]
［宛先］に［磯崎康弘］が追加されたことを確認します。［件名］に［CCCCCC］と入力し、［本文］に［Windowsシステム復元完了後のCメール送信］と入力します。［送信］ボタンをクリックします。
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143. 別ウィンドウでInternet Explorerを起動します。
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磯崎康弘でログインします。アドレスに［http://C-EXCH01/exchange/y-isozaki/］と入力しEnterを押下します。［松浦直美］からメールが届いていることを確認します。
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144. ［松浦直美］からのメールを選択し、［返信］ボタンをクリックします。
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[image: image275]
［本文］に［Ｃメールに返信］と入力し、［送信］ボタンをクリックします。

[image: image276]
145. 松浦直美でログインしているOWAで［更新］ボタンをクリックします。磯崎康弘から返信メールが送付されていることを確認します。
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回復用ストレージグループの作成

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
1. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［contoso（Exchange）］コンソールツリーから、［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］の順に展開します

[image: image382.png]95797
70 REE

HTE vopys | 370

Rh7yd 2547 imeot-r®
R E R ASROTE

A

1]
YD ANTH

VIPYT k@
ATICTER S,

Kol

] D Py TR ERTBIENTERS.

TRV —F G

BEYATHEED (- K@)
ASRIEIAT ( — KX, 2 SOESNEHEI AT LI WIT:
VAZLIREEREIe =T AR YATL I
7d.

EERRLET: 1 Ol
SEBERI0IT

~=lolx|




[image: image279.png]=lolx|

M BE® RRW

DEIW  ALTE

[ISETE

- BmsBERB 2
[ contoso (Exchanee) C-EXGHO1
AL ] i i
27 L &5
E = JRIOARL-T DT
ROOERI) T gmm





2. ［C-EXCH01］を右クリックし、［新規作成］－［回復用ストレージグループ］の順に選択します。
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3. ［回復用ストレージ グループ のプロパティ］が表示されます。［トランザクション ログの場所］及び、［システム バスの場所］項目に「C:\Program Files\Exchsrvr\Recovery Storage Group」と入力します。［OK］ をクリックします。
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　注意

［データベース］タブの、［Exchange データベース］、［Exchangeストリーミング データベース］に初期設定されているパスが、”_________ ____” と表示されていますが、これはExchangeシステムパスが2バイト文字（DBCS）をサポートしていないため、初期設定されている日本語の回復用ストレージグループの名前を表示できないことにより生じる現象です。回復用ストレージグループ名とパス名に1バイト文字（SBCS）を使用する場合は、［メールボックスのプロパティ］ ウィンドウの ［全般］ タブと ［データベース］ タブから変更することができます。

4. ［contoso（Exchange）］コンソールツリーから、［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］の順に展開します。［回復用ストレージ グループ］が追加されていることが確認できます。
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5. ［回復用ストレージ グループ］を右クリックし、［回復するデータベースの追加］を選択します。
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6. ［回復するデータベースを選択してください］ダイアログボックスが表示されます。［検索結果］に表示されている［メールボックスストア（C-EXCH01）］を選択し、［OK］ボタンをクリックします。

[image: image389.png]B I BE® RRW O0RW  ALTE

B2

e = B[] § B X &

=0 BRI
= BnoEE-7
e
[ o-BcHoT
1@ %a-
BIDOARL T B =7
& 10D T3 21T G-EXCHON)
5 A= lAyDR ARP G-EXCHI
Jotan

=7

BIOAR

D T4IV5 NP G-EX.

HENIIEA LD,
2O L)
HEER)—T{IE ()
O ERIELD)

COARPOT ERRRLET

FRTDIAHW
CIMBERLL R

0 (D)
A-©

HIFR0)
EROEE W
BHOEHESE

TOHTE
ANFEH




[image: image285.png]ZEERLTEEED. =10l x|

o8 |
Ats
(RO Exchanee Server 0fi-SaA8 1226 T, e
Exchange 2000 Server 5P LRI -3 DF —BR—AEF T BLLVI- T2 L PO
 Exchance 07 - BX-ALRTENE e ]
ok

1 EORERNRMELE





7. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）のプロパティ］が表示されます。［データベース］タブをクリックします。
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8. ［Exchange データベース］項目に「C:\Program Files\Exchsrvr\Recovery Storage Group\Mailbox Store (C-EXCH01).edb」、［Exchange ストリーミング データベース］項目に「C:\Program Files\Exchsrvr\Recovery Storage Group\Mailbox Store (C-EXCH01).stm」をそれぞれ入力し、［OK］ボタンをクリックします。
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9. ［回復用ストレージ グループ］を展開すると、［メールボックス ストア（C-EXCH01）］が確認できます。
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Exchangeデータストアのバックアップファイルから 回復用ストレージグループにリストア

1. ［スタート］－［ファイル名を指定して実行］の順に選択します。［ファイル名を指定して実行］が表示されるので、［名前］テキストボックスに「ntbackup」と入力し、［OK］ボタンをクリックします。
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2. ［バックアップまたは復元ウィザード］の［バックアップまたは復元ウィザードの開始］画面が表示されます。［次へ］ボタンをクリックします。
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3. ［バックアップまたは復元］画面が表示されます。［ファイルと設定を復元する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。
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4. ［復元する項目］画面が表示されます。［参照］ボタンをクリックします。
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5. ［バックアップ ファイルを開く］が表示されます。［開く］テキストボックスに「D:\Store_Backup.bkf」と入力し、［OK］ボタンをクリックします。
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6. ［復元する項目］画面が表示されます。［復元する項目］コンソールツリーから［ファイル］－ ［Store_Backup.bkf、XXXX/XX/XX XX:XX に作成］－［C-EXCH01\Microsoft Information Store\最初のストレージ グループ］の順に開き、［メールボックス ストア (C-EXCH01) ］チェックボックスにチェックをします。 ［次へ］ボタンをクリックします。（XX : バックアップファイルを作成した日時の情報が西暦、月、日、時刻を表します）
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7. ［データベース サーバーの復元］ 画面が表示されます。［復元先］項目に「C-EXCH01」、［ログファイルと .pat ファイルの一時場所］項目に「C:\Temp」を入力し、［最新の復元セット (復元の完了後にログ ファイルの再生が開始されます) ］チェックボックスにチェックします。［次へ］をクリックします。
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8. ［バックアップまたは復元ウィザードの完了］画面が表示されます。［完了］ボタンをクリックします。
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9. ［バックアップまたは復元ウィザードの完了］画面が表示されます。［完了］ボタンをクリックします。
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10. ［復元の進行状況］が画面に［復元が完了しました］というメッセージが表示されるとリストア完了です。［レポート］ボタンをクリックしてログを確認します。
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11. ［backupXX.log］を確認してエラーが表示されていないことを確認します（XX：NTBackup動作毎に数字が連番で割り付けられます）
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新規 データベース ストアをディスマウントする

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
1. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［contoso（Exchange）］コンソールツリーから、［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［最初のストレージ グループ］の順に展開します。
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2. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）］を右クリックし、［ストアのマウントを解除］を選択します。
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3. ストアのマウントに関する警告が表示されます。内容の確認後、［はい］ボタンをクリックします。
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4. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）］のマウントが解除されます。
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新規ストレージグループのデータベースファイルを移動する

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
1. エクスプローラを起動し、［C:\Program Files\Exchsrvr\MDBDATA］フォルダを開きます。
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2. ［C:\Program Files\Exchsrvr\MDBDATA］フォルダ内にある［priv1.edb］及び、［priv1.stm］を選択し、右クリックします。右クリックメニューが表示されるので、［切り取り］を選択します。
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3. エクスプローラを起動し、［D:\］フォルダを開きます。
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4. ［D:\］フォルダ内を右クリックし、右クリックメニューを表示させます。［貼り付け］を選択します。
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5. ［D:\］フォルダ内に［priv1.edb］及び、［priv1.stm］が移動したことを確認します。
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6. ［priv1.edb］及び、［priv1.stm］ファイルをそれぞれ、［Mailbox Store (C-EXCH01).edb］、［Mailbox Store (C-EXCH01).stm］という名前にファイル名を変更します。
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最初のストレージグループのメールボックスストアを、空のデータベースとして作成しマウントする

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。

1. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［contoso（Exchange）］コンソールツリーから、［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［最初のストレージ グループ］の順に展開します。
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2. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）］を右クリックし、［ストアのマウント］を選択します。
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3. ストアのマウントに関する警告が表示されます。内容の確認後、［はい］ボタンをクリックします。
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4. 空のデータベース ストアを作成し、メールボックス ストアのマウントが開始されます。
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5. ストアのマウントが完了します。［OK］ボタンをクリックします。

[image: image424.png]LAERFTBPELA—BW: [F0-/0 PFLA—8& =l
Fra0) [FE
0 [ 00 |
| TarA@|
SO | BEE) |
SEFOQ [ T [

B FE  IAUFR SRR S

Fiz#oem. 5% | oo | soo | Jos7. | BB |




[image: image318.png]x|
A ANPHEREROVIENSLE.





[image: image319.jpg]Yy




回復用ストレージグループをマウントする

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
1. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［contoso（Exchange）］コンソールツリーから、［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［回復用ストレージ グループ］の順に展開します。
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2. ［メールボックス ストア (C-EXCH01)］を右クリックし、［ストアのマウント］を選択します。
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3. ストアのマウントに関する警告が表示されます。内容の確認後、［はい］ボタンをクリックします。
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4. メールボックス ストア のマウントが開始されます。
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5. ストアのマウントが完了します。［OK］ボタンをクリックします。
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新規データベースに、回復用ストレージグループのデータベースを結合する

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
1. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。コンソールツリーより［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［回復用ストレージグループ］－［メールボックス ストア］－［メールボックス］の順に展開し、バックアップしたメールボックス ストアに含まれるメールボックスの一覧が表示されることを確認します。表示されない場合は、更新ボタンをクリックしてください。
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2. メールボックス ウィンドウ内の ［磯崎 康弘］［松浦 直美］メールボックス を選択し、右クリックします。右クリックメニューが表示されるので［Exchange タスク］を選択します。
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3. ［Exchange タスク ウィザードへようこそ］画面が表示されます。［次へ］ボタンをクリックします。
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4. ［実行可能なタスク］画面で［実行するタスクを選択してください］の部分で［メールボックス データの回復］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。
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5. ［メールボックス データの回復］画面で、メールボックスの回復に関する説明を確認し［次へ］ボタンをクリックします。
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6. ［メールボックス データの回復］画面で、［データを結合する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。
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7. ［タスクのスケジュール］画面で、［次へ］ボタンをクリックします。
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8. ［磯崎 康弘］［松浦 直美］の回復用ストレージ内のメールボックスが、現在使用中のメールボックス内にコピーされます。［次へ］をクリックします。
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　注意

［処理中のタスク］画面の［進行状況レポート］項目にて［ログオンするためのアクセス権がありません］と表示され、処理が完了できない場合があります。この問題を解決するには一定の時間を空けた後、作業を行うか、Mdbdata フォルダに対してデフォルトのアクセス許可を付与することによって解決できます。アクセス許可の付与を行うには、次の手順を実行します。

1. エクスプローラを起動して、［C:\Program Files\Exchsrvr］フォルダを展開します。

2. ［Mdbdata］フォルダを右クリックし、［プロパティ］を選択します。

3. ［セキュリティタブをクリックし、次のデフォルトのアクセス許可を付与します。

●　Administrator：フルコントロール

●　Authenticated Users：読み取りと実行、フォルダの内容の一覧表示、読み取り

●　CREATOR OWNER：なし

●　Server Operators：変更、読み取りと実行、フォルダの内容の一覧表示、読み取り、書き込み

●　SYSTEM：フルコントロール

9. ［Exchangeタスクウィザードの完了］画面で［完了］をクリックします。
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回復用ストレージグループをディスマウントする

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
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［Exchange システム マネージャ］を起動します。［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［回復用ストレージ グループ］の順に展開します。
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2. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）］ を右クリックします。右クリックメニューが表示されるので、［ストアのマウントを解除］を選択します。
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3. ストアのマウント解除に関する警告が表示されます。内容の確認後、［はい］ボタンをクリックします。
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4. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）］のマウントが解除されます。

[image: image340.png]iRy 2FP (C-EXCHO1)

@ H=NADA ARP C-EXCHOD' Q1 MERRBRLTLES.

[





[image: image341.jpg]Yy




移動した新規ストレージグループ用データベースファイルを回復用ストレージグループ用データベースファイルに上書きする

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
1. エクスプローラを起動し、［D:\］フォルダを開きます。
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2. ［D:\］ フォルダが表示されます。［Mailbox Store (C-EXCH01).edb］ 及び、［Mailbox Store (C-EXCH01).stm］ を選択し、右クリックします。右クリックメニューが表示されるので、［コピー］を選択します。

[image: image446.png]Windows Setup




[image: image447.png]Please insert the disk labeled:

Windows Automated System Recovery Disk

into the floppy drive.

Press any key when ready.



[image: image343.png]=lolx|

TV BRE FTW BRI UMD AT [ &
QF -0 - 1| on% Dot (30 X 9| @
TELAD [ 0¥ =] e
EZ i EZEAE ] O Bl
‘& ASR_Backupbk! 3315380 KB Windows /1957y .. 2006/07/27 1214
4104 KB EDE J94 )l 2005/07/27 1637 A
206 KR STM 7o ] 2005/07/27 1637 A
A Store. Backupbki FOISLBBKW.. |npyy . oos/m/zr 12z A
NN
B ,
DAY
-0
3=y OIS
H#0)
EHOXEW

TR





3. エクスプローラを起動し、［C:\Program Files\Exchsrvr\Recovery Storage Group］フォルダを開きます。

[image: image448.png]Py LML)«

BehPyIamis
183E AR, Ui I -0A 7Y AR TR T,

ATV BERUTHEE

(7 HEREES R
RS HERELTT, Z027y

A

I FIBRTRIBE. =l a Rl Ea )

LBEREERTAL jyh7y7 45 PORIFETH
SEEEDURIEROTANE F ool C3d g,

I Aa=h@wls JE=

9 (kT 7 M
TR RSB d T

1330

P IIBHTE, 2077

<FBE et




[image: image344.png]=lolx|

TN REE FT

BREADE UMD ANTE | &
OFs -0 -1 |Pnx Dot |13 0 X9 | @
PEVAD [ C¥Program Files¥Exchsry¥Recovery Storage Group =] e
BT EZEAN ] O B
[ TjEdDer | SKB EHESNEZ7 0. 2005/07/27 1634 A
EO0D.log. BI120KB FHAF FFaAsb  2005/07/27 1634 A
Mailbox Store (G-EXCHOT.edb 4104 KB EDB 77l 2005/07/27 1657 A
Mailbox Store (G-EXCHOT.stm 4104 KB STM Jp4)). 2005/07/27 1657 A
[SEIE B KB ENESNEZPAQ. 2005/07/271557 A
] RO0Iog BI120KB FHAF FFaAsb  2005/07/271657 A
resl.log BI120KB FHAF FFaAsb  2005/07/27 1634 A
[E] res2loe BI120KB FHAF FFaAsb  2005/07/27 1634 A





4. ［C:\Program Files\Exchsrvr\Recovery Storage Group］フォルダが表示されます。フォルダ内で右クリックし、右クリックメニューから［貼り付け］を選択します。
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5. ファイルの上書きに関する警告が表示されます。［すべて上書き］ボタンをクリックします。
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回復用ストレージグループ をマウントする

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
1. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［contoso（Exchange）］コンソールツリーから、［管理グループ］－［最初の管理グループ］－［サーバー］－［C-EXCH01］－［回復用ストレージ グループ］ の順に展開します。
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2. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）］ をクリックします。右クリックメニューを表示されるので、［プロパティ］を選択します。
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3. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）のプロパティ］が表示されます。［データベース］タブをクリックします。
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4. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）のプロパティ］の［データベース］タブが表示されます。［復元時はこのデータベースを上書きする］ チェックボックスにチェックし、［OK］ ボタンをクリックします。
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5. ［メールボックス ストア（C-EXCH01）］をクリックします。右クリックメニューを表示されるので、［ストアのマウント］を選択します。
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6. ストアのマウントに関する警告が表示されます。内容の確認後、［はい］ボタンをクリックします。
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7. メールボックス ストア のマウントが開始されます。
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8. ストアのマウントが完了します。［OK］ボタンをクリックします。
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メールボックスの結合

※C-EXCH01で、以下の手順を実行してください。
1. ［Exchange システム マネージャ］を起動します。［contoso（Exchange）］コンソールツリーから、［管理グループ］ － ［最初の管理グループ］ － ［サーバー］ － ［C-EXCH01］ － ［回復用ストレージ グループ］ － ［メールボックス ストア (C-EXCH01) ］ － ［メールボックス］の順に展開します。
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2. 復元する必要のあるメールボックス（この自習書ではExchangeのユーザーのメールボックスのみ［磯崎康弘］、［松浦直美］）を選択、右クリックし、［Exchange タスク］を選択します。
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3. ［Exchange タスク ウィザードへようこそ］画面が表示されます。［次へ］ボタンをクリックします。
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4. ［実行可能なタスク］画面で［実行するタスクを選択してください］の部分で［メールボックス データの回復］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。
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5. ［メールボックス データの回復］画面で、メールボックスの回復に関する説明を確認し［次へ］ボタンをクリックします。
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6. ［メールボックス データの回復］画面で、［データを結合する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。
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7. ［タスクのスケジュール］画面で、［次へ］ボタンをクリックします。
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8. ［磯崎 康弘］［松浦 直美］の回復用ストレージ内のメールボックスが、現在使用中のメールボックス内にコピーされます。［次へ］をクリックします。
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9. ［Exchangeタスクウィザードの完了］画面で［完了］をクリックします。
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データが復元できたことを確認
ここでは、先ほどメール送受信した「Cメール」と、バックアップファイルから結合した「Aメール」の両方が存在することを確認します。
※クライアントまたはサーバー上で、以下の手順を実行してください。
146. ［アドレス］に［http://C-EXCH01/exchange/n-matsuura/］と入力しEnterを押下します。［受信トレイ］に「Aメール」と「Cメール」の両方が存在することを確認します。
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[image: image367]
147. ［アドレス］に［http://C-EXCH01/exchange/y-isozaki/］と入力しEnterを押下します。［受信トレイ］に「Aメール」と「Cメール」の両方が存在することを確認します。
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[image: image368]
148. データリストア後の動作確認として、磯崎康弘と松浦直美の間でメール送受信ができることを確認します。同様にパブリックフォルダへの投稿が問題なくできることを確認します。
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回復用ストレージグループの削除
この項の手順は、「4.3 メールアイテムの復元」の「削除日から７日以上の復元方法」の中にある「回復用ストレージグループを削除」と同じ手順となります。前項を参照の上、設定を行ってください。[image: image370.png]
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このテキストの中で使用しているアイコンの意味は以下のとおりです。


�	(OnePoint)	補足情報


�	(実習）	実習タイトル
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